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 論文内容の要旨
 1.本論の概要
 本論は、新規事業開発プロセスにおける社外の著名企業による効果の解明を目的としている。そ
 して本研究の流れは、(1)参加観察からの問題意識の醸造、(2)先行研究のレビューとその空白の
 指摘、(3)理論仮説構築、(4)ケーススタディと新しいモデルの提示、および(5)得られたモデ
 ルの重要[生と実際のマネジメントの議論、となっている。
 具体的には本論は次の順序で展開された。まず、第一章における本章の著者の新規事業開発の経
 験から見出だした問題意識を受けて、第二章では関連分野の先行研究のレビューの前半として、新
 規事業開発に関する先行研究のレビューを行った。具体的にはまず第2節にて社内新規事業開発に
 関する主な先行研究のレビューとして社内新規事業開発に関する基本概念について述べ、次いで社
 内新規事業開発研究の歴史と種類と述べた後、社内新規事業開発に関する主な先行研究のレビュー
 を行った。そして、第3節では社内新規事業開発プロセスの主な先行研究のレビュ～として、社内
 新規事業開発と事業計画の関係について述べ、社内新規事業開発プロセスに関する主な先行研究に
 ついてレビューを行い、特に代表的なプロセスモデルについて議論を行った。最後に第4節でこれ
 らのレビューの結果から新規事業開発の先行研究をオープンとダイナミックという2つの視点から
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 2.本論の結論
 本論では以下の結論が得られた。
 第一に、新規事業開発に関する先行研究においてオープンダイナミクスに関する領域の研究に空
 白があることを見出したことである。従来の新規事業開発の先行研究では社外の企業との活動に関
 する研究はある程度存在したが、この分野においてさらに新規事業開発のプロセスを対象とした研
 究はほとんど存在しなかった。よって、本論で扱う新規事業開発プロセスにおける社外の著名企業
 による効果の問題は従来扱われていない問題であることを指摘した。
 第二に、ブランド/著名効果に関する先行研究においても、イノベーションに関連する研究は多
 少存在するが、本論で扱う新規事業開発プロセスにおける社外の著名企業による効果の研究は存在
 しないことを見出したことである。
 第三に、理論的な仮説群を提示したことである。新規事業開発プロセスにおける社外の著名企業
 による効果を理論的に分析し、構築した仮説群である。そして仮説群の種類と分類として、広義の
 著名効果を実体比例効果と著名効果に分類し、また著名効果の得られる場所による社外および社内
 という分類に基づき、販売効果、販売促進効果、学習効果、社内政治効果および多重性効果という
 分類がなされたことである。さらにこれらにより、新たなモデルが構築されたことである。
 第四に、実際に成功した新規事業のケースを分析することによって、これらの仮説群のうち主な
 仮説に関する著名効果の存在を確認したことである。これらの確認した効果には、販売効果、販売
 促進効果、学習効果、社内政治効果(チャンピオン、反対者、戦略的正当化)や著名効果の多重性
 に関するものを含んでいた。
 第五に、これらの著名効果が実際のケースのなかで確認された結果、著名効果の種類と分類に関
 するモデルが実際に有効なものとして提示されたことである。そしてこのモデルをもとにして、著
 名効果と新規事業の成功との関係に関する実際に有効なモデルが得られたことである。(これらの
 モデルを著名効果モデルと呼んだ。)
 第六に、実際のケーススタディを行った結果、従来の新規事業開発の研究では言われていなかっ
 たまたは言われていたことと反する新たな知見を見出した。具体的には、(1)チャンピオンと反対
 者が表裏一体であるケースが存在するという興味深い現象、と(2)反対者は新規事業プロジェク
 トを潰そうとするといった悪影響を及ぼすことの2点である。前者は、本ケーススタディにおいて
 当初反対者として振舞っていたものがその後チャンピオンとして振舞っていたことによる。後者は、
 従来の研究では反対者は新規事業プロジェクトに悪影響を与えないとされてきたが、実際には新規
 事業プロジェクトを潰そうとするという悪影響を与えていた。それ以外にも、新規事業プロジェク
 トの戦略的承認の正当化の理由として仮説構築の際の原理でなく、著名企業との間のトラブルやク
 レームを回避するためという理由が存在していた。また、いずれの効果でも東芝による効果よりも
 より著名なiBMによる効果のほうが大きかった。
 第七に、新規事業を成功に導く他の研究者による手法やモデルをレビューし、議論することで、
 著名効果モデルの重要性を明らかに出来たことである。これにより、ケーススタディにおいてだけ
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 論文審査結果の要旨
 本論文は、新規事業開発プロセスにおける社外の著名企業による業績への効果を解明しようとし
 たものである。全体は(1)問題意識、(2)先行研究のレビューと評価、(3)著名企業による効果
 (以下「著名効果」と略称)に関する理論仮説の構築、(4)ケーススタディによる著名効果の例示.
 および(5)経営上のインプリケーション、の5つの部分から構成されている。
 著者の問題意識は、これまでの新規事業開発についての研究では、社外からの業績への効果、と
 りわけ社外の著名企業との関係のもたらす効果が、明示的に取り上げられてこなかったのではない
 かということにある(第!章)。新規事業開発に関する先行研究のレビューを通しても、オーブン
 .かつダイナミックな領域、つまり社外との関係性を考慮した経時的な分野での先行研究が乏しいこ
 とが確認される(第2章)。そこで第3章においては、社外の著名企業の効果をより明示的な形で
 扱うために、特にマーケティング等を中心に行われてきた著名効果とブランド効果についての先行
 研究がレビューされ、それらの効果の分類が行われる。こうした概念整理に基づいて、新規事業開
 発における社外の著名効果を分析するための枠組と仮説が提示され、著名効果が、販売、販売促進、
 学習、社内政治、およびそれらの多重性の効果に分類される(第4章)。
 後半では、まず提示された著名効果仮説を確認するために、キャノンにおけるレーザーロータリー
 エンコーダ事業に関するケーススタディが行われる。このケーススタディの目的は.直接に著名効
 果仮説を検証するというよりも、具体的な著名効果の種類と特徴を「例示」することに重点がおか
 れている。ケーススタディを通して、異なる種類の著名効果の存在が確認されるとともに、これら
 の効果が新規事業開発の業績に与える全体像が、著名効果モデルとして改めて提示される(第5章)。
 最後に第6章では、著名効果を適切に生かすための経営上のインプリケーションが、チャンピオン、
 新規事業統括責任者、トップ・マネジメントの3つのレベルから考察され、研究の実践的重要性が
 強調される。
 本論文の特長は、これまで余り明示的に取り上げられることのなかった社外の著名企業との関系
 性に焦点を当て、その業績に及ぼす効果を独自の理論仮説を提示して分析していることにある。そ
 の着眼点と議論の展開には、著者のオリジナリティがみられる。また、「新規事業開発にたいし著
 名企業との関係性が一定の効果を及ぼす」という本論文の基本的命題は、直観的にも理解しやすく、
 これまでの研究の空白を埋める貢献が認められる。ただし、著名効果の概念的な厳密さ、効果測定
 や識別の方法論、業績に及ぼす他の変数との間の関係などの点においては、なお十分に解明されて
 いない課題も少なくない。しかし、これらの残された課題を考慮しても、本論文は当該分野におけ
 る研究にたいし一定の貢献をしているものと評価される。
 よって、本論文は、博士(経営学)の学位を授与するに値するものと判断する。
 経484
